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南の丘学園では、「明るいあいさつ　元気な返事　いつでも笑顔」を合言葉に、毎月「あいさつ運動週間」を設けて
います。年間6月、9月、12月は、袋井南中学校の生徒が、高南小学校、袋井南小学校を訪問し、校門付近であいさつ運
動を行い、学園全体であいさつを活発にしています。

南の丘学園（袋井南中学校区）
学園教育目標「夢に向かい 自分らしさを生かして ともに輝く子」

南の丘学園あいさつ運動



一般会計など9会計の決算は、
すべて認定

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
得
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※ 

債
務
負
担
行
為
と
は

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
５
号
と
第
６
号
が
あ
り
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
た
め
に
、
₁₃
億
４
６
０
０
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
３
７
１
億
８
１
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

︿
第
５
号
﹀︵
主
な
も
の
︶

●
各
種
建
設
事
業
に
お
け
る
国
庫
補
助
額
決
定
に
伴

う
変
更　
　
　
　
　
　

⋮
⋮
５
億
９
５
６
２
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業　

⋮
⋮
⋮
２
億
５
０
０
万
円

●
公
共
施
設
等
適
正
管
理
基
金
積
立
金

 

　

⋮
⋮
1
億
８
１
０
０
万
円

　

ま
た
、
債※

務
負
担
行
為
補
正
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
児
童
生
徒
学
習
用
予
備
端
末
借
上
料

　

期　

間　

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

　

限
度
額　

３
１
５
０
万
円

︿
第
6
号
﹀︵
主
な
も
の
︶

●
袋
井
市
経
営
持
続
特
別
支
援
金
︵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
︶　   

⋮
⋮
⋮
⋮
１
億
円

　
　

８
月
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
売
上
が
減
少
し
た
中
小
企
業
や
個
人

事
業
者
に
対
し
、
支
援
金
を
交
付
す
る
。

　

市
議
会
は
、
９
月
定
例
会
を
８
月
30
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
３
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
令

和
２
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
を
含
む
22
議
案
と
２
件
の
報
告
と
、
議
員
か
ら
は
、
袋
井
市
議

会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
４
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。（
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
裏
表
紙
に
記
載
。）

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
₁₄
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
︵
主
な
も
の
︶

︿
市
長
提
出
議
案
﹀

●
袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

袋
井
市
水
道
料
金
等
懇
話
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
水
道
水
の
安
全
・
安
定
的
な
供
給
と
災
害
に

強
い
水
道
施
設
の
更
新
費
用
の
財
源
を
確
保
し
、

安
定
経
営
を
持
続
す
る
た
め
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
水
道
料
金
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
下
水
道
条
例
及
び
袋
井
市
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

水
道
事
業
と
同
様
に
袋
井
市
水
道
料
金
等
懇
話

会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
下
水
道
事
業
の
計
画
的

な
推
進
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
抑
制
、
公
営
企
業

と
し
て
の
経
営
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
に
加
え
、

国
の
方
針
で
示
さ
れ
る
使
用
料
単
価
に
対
し
て
不

足
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
、

下
水
道
使
用
料
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使

用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

︿
議
員
提
出
議
案
﹀

●
袋
井
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
政
務
活
動
費
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
上

半
期
の
執
行
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
６
カ
月
分
を

減
額
す
る
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

9月定例会

ふるさと納税を通じたまちのＰＲに期待
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　竹村眞弓議員（無会派）
　　　　　　議第52号、議第53号、議第59号、議第63号、議第64号、議第65号
　保育所など希望しても入所できなかった100人の隠れ待機児童は、幼稚園の預かり保育などで我慢してい
る。市からの袋井商工会議所会館建設事業費補助金は、理に合わず多額である。工場立地奨励補助金及び産
業立地事業費補助金は、誘致企業への過大な優遇措置であり認められない。国民健康保険税の限度額を引き
上げたことで滞納者の増加や医療機関に受診できない状況となり、保険制度を維持するためにも税の引き下
げを行う必要がある。市民の安全・安心のために、市独自の補助や支援を行い、新型コロナウイルス感染症
対策を充実させる必要があった。
　水道事業は、1億9,600万円余の純利益となっており、改修工事や過剰な契約水量の費用に充てるための引
き上げには納得できない。下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料も水道料金と同様で、今回の引き
上げは使用量が減少し経営改善策に逆行する。以上のことから反対する。

　近藤正美議員（緑風会）
　　　　　　議第52号、議第53号、議第59号、議第63号、議第64号、議第65号
　歳入決算額は470億4,100万円余、歳出決算額は、455億6,800万円余である。ここから翌年度への繰越財
源を除いた実質収支額は10億6,400万円余であり、確実に黒字が確保されている。予算現額に対する執行率
も歳入97.6％、歳出94.5％で、適切な執行がなされていると判断する。財政健全化判断比率も、実質赤字比
率、連結実質赤字比率も黒字であり、本市の財政状況は健全であると判断する。
　水道事業は、感染症対策などの公衆衛生の面においても、大きな役割を担っていることや、水道料金改定
に当たり、使用者の急激な負担増を避ける配慮などがなされている。下水道事業及び農業集落排水事業は、
公営企業としての独立採算制を前提に、市民負担の適正化を図り、一般会計からの繰入金の早期解消を望
む。以上のことから賛成する。

　竹野　昇議員（無会派）
　　　　　　議第63号、議第64号
　水道料金及び下水道使用料を値上げする時期が、コロナ禍で事業者や市民が大変な時期に重なり見送るべ
きである。大きな打撃を受けた事業者や市民の仕事と収入がそれ以前に戻るか、誰にも予測できない。特に
飲食店や観光サービス業に従事していて仕事を失った人が復職できるかどうかも見通せない。経済的に苦し
い人々に配慮し、そうした人々の生活をさらに苦しめる公共料金の値上げは許されない。以上のことから反
対する。
＊発言順で、掲載しております。

○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥 〈議長（戸塚哲夫）は、採決に参加しません。〉 

※上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

討論（主なもの）令和２年度一般会計決算認定、
水道料金及び下水道使用料などに対して

議案に対する議員の賛否

賛否が分かれた議案
太
田
裕
介

鈴
木
賢
和

黒
岩
靖
子

安
間　

亨

村
松
和
幸

村
井
勝
彦

佐
野
武
次

鈴
木
弘
睦

戸
塚
哲
夫

木
下　

正

竹
野　

昇

竹
村
眞
弓

立
石
泰
広

近
藤
正
美

伊
藤
謙
一

大
場
正
昭

寺
田　

守

山
田
貴
子

髙
木
清
隆

大
庭
通
嘉

議第52号 令和２年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第53号 令和２年度袋井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第59号 令和２年度袋井市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 袋井市水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 袋井市下水道条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 袋井市農業集落排水処理施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市
政
に
対
す
る 

　
　
　

一
般
質
問

問
袋
井
を
花
火
の
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
市
民
に
一
層
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
市
民
参
加
の

花
火
大
会
を
目
指
し
、
商
工
会

議
所
会
員
は
も
と
よ
り
、
交
通

安
全
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
大
会
翌
日
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
に
は
、
約
５
５
０
０
人

の
参
加
に
よ
り
、
花
火
大
会
が

支
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
、
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花

火
が
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、花
火
会
館
を
作
れ
な
い
か
。

答
た
だ
ち
に
花
火
会
館
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し

い
。
花
火
大
会
を
貴
重
な
観
光

資
源
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
稼

ぐ
チ
カ
ラ
に
結
び
付
け
る
か

は
、
花
火
大
会
実
行
委
員
会
な

ど
と
検
討
し
た
い
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
内
小
中
学

校
の
授
業
で
取
り
入
れ
て
い
る

が
、
市
の
取
り
組
み
な
ど
の
現

状
は
ど
う
か
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
的
や
考
え

は
、
本
市
の
「
日
本
一
健
康
文

化
都
市
」の
理
念
と
一
致
す
る
。

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
令
和
２
年
度
水
道
会
計
剰

余
金
は
２
億
円
余
、
下
水
道
会

計
剰
余
金
は
２
０
０
０
万
円
余

と
、と
も
に
健
全
経
営
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連
続
収
入
が

減
少
し
、
生
活
苦
に
陥
っ
て
い

る
市
民
・
事
業
者
に
配
慮
し
て
、

３
つ
の
値
上
げ
案
の
撤
回
と
見

直
し
の
検
討
を
求
め
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

答
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
ご
み
処
理
の
有

料
化
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
給

水
人
口
や
水
需
要
の
減
少
に
伴
う

収
益
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
将
来
に
向
け
、
計
画

的
な
管
路
整
備
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
料
金
改
定
を
す

る
。
下
水
道
事
業
は
、
公
営
企
業

の
独
立
採
算
制
を
前
提
に
、
市
民

負
担
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か

ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の

早
期
解
消
を
図
る
た
め
、
使
用
料

の
改
定
を
す
る
。

問
外
部
監
査
委
員
な
ら
ば
、

経
費
を
節
減
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
見
直
し
を
図
る
観
点
か

ら
、
市
議
会
議
員
や
市
職
員
が

気
付
か
な
い
面
に
つ
い
て
、
監

査
を
通
し
て
指
摘
で
き
る
利
点

が
あ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
今
後
に
お
い
て
も
、
官
民

問
わ
ず
、
監
査
委
員
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
方
を
選
任
し
て
い

く
。

問
緊
急
事
態
宣
言
下
、
極
め

て
悪
化
し
て
い
る
自
動
車
運
転

代
行
な
ど
の
業
種
に
、
飲
食
業

と
同
等
の
支
援
は
で
き
な
い

か
。答

売
上
げ
減
少
割
合
に
応
じ

て
支
援
す
る
「
袋
井
市
経
営
持

続
特
別
支
援
金
」
の
創
設
を
検

討
し
て
お
り
、
本
議
会
に
追
加

の
補
正
予
算
と
し
て
上
程
す
る

予
定
で
あ
る
。

問
夜
の
賑
わ
い
再
活
性
化
の

た
め
の
出
口
戦
略
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
実
施
中
の
各
種
事
業
の
効

果
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
こ

と
に
加
え
、
夜
間
に
お
け
る
地

域
内
消
費
の
活
性
化
を
図
る

「
ふ
く
ろ
い
夜
宵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
を
拡
充
し
て
い
く
。

引
き
続
き
、
観
光
協
会
や
商
工

団
体
と
連
携
し
、
夜
の
賑
わ
い

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
の

充
実
と
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問
大
雨
の
度
に
、
水
路
変
更

工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

山
梨
用
水
に
対
し
、
農
業
用
水

確
保
の
た
め
に
支
援
は
で
き
な

い
か
。

答
市
が
設
置
し
た
取
水
堰
を

組
合
で
維
持
管
理
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
安
定
的
な
用
水

の
供
給
が
で
き
る
ま
で
の
間
、

瀬
替
え
に
必
要
な
費
用
の
補
助

に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
を

　
「
稼
ぐ
チ
カ
ラ
」
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
袋
井
で

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

自
動
車
運
転
代
行
業
に

対
す
る
支
援
策
は

山
梨
用
水
の
安
定
的
な

取
水
の
た
め
に
支
援
を

ご
み
袋
、
上
下
水
道

　
　

値
上
げ
に
つ
い
て

太お
お

田た 

裕ゆ
う

介す
け 

議
員

黒く
ろ

岩い
わ 

靖や
す

子こ 

議
員

竹た
け

野の 

　

昇の
ぼ
る 

議
員

監
査
委
員
を
外
部
か
ら

選
任
し
て
は
ど
う
か

ふくろい遠州の花火

市販のごみ袋

水の流れが滞った山梨用水取水口付近
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問
有
料
化
す
る
前
に
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
雑
紙
、

剪
定
枝
の
分
別
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
分
別

の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
分
か
り
や
す
い
分
別
方
法

や
回
収
場
所
を
紹
介
す
る
動
画

な
ど
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
班
内
回
覧
な
ど
で
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

問
有
料
化
後
の
ご
み
減
量
化

目
標
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
に
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

を
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
民
説
明
会
の
中
で
も
、

減
量
目
標
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

示
し
て
ほ
し
い
と
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。説
明
会
終
了
後
、

速
や
か
に
作
成
し
、
広
報
ふ
く

ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

問
平
成
29
年
５
月
よ
り
、
自

治
会
が
個
人
情
報
保
護
法
の
対

象
と
な
っ
た
。
自
治
会
向
け
の

規
定
例
を
示
し
、
デ
ー
タ
で
提

供
す
る
な
ど
支
援
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
先
進
自
治
体
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
規
定
や
既
に
実
施

し
て
い
る
自
治
会
の
規
定
を
参

考
に
し
て
規
定
例
を
作
成
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
示
し
て

い
き
た
い
。

問
育
児
休
業
を
取
り
た
い
の

に
取
れ
な
い
男
性
が
多
い
が
、

取
り
や
す
く
し
て
い
る
か
。

答
所
属
長
と
面
談
を
行
う
た

め
の「
育
児
等
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」

を
提
出
し
、
配
偶
者
や
家
族
と

の
役
割
分
担
や
休
暇
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
行
い
決
め
て
い

る
。
職
場
の
協
力
体
制
の
確
認

や
育
児
休
業
制
度
の
周
知
啓
発

に
も
努
め
て
い
る
。

問
市
内
小
中
学
校
に
お
い

て
、
多
機
能
ト
イ
レ
は
、
ど
の

程
度
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

答
市
内
小
中
学
校
の
16
校

中
、
校
舎
６
校
、
体
育
館
３
校

に
整
備
し
て
い
る
。
今
後
は
、

各
校
舎
に
１
カ
所
整
備
す
る

が
、
な
る
べ
く
避
難
所
に
近
い

場
所
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
整

備
し
て
い
き
た
い
。

問
農
地
基
盤
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
の
下
山
梨
地
区
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
目
指
し
た
い
も
の
と
現
実

の
課
題
、
ど
こ
が
い
い
の
か
と

い
う
話
の
集
約
と
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ー
ド
ル
に
向
か
っ
て
、
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
な

が
ら
、
良
い
方
向
を
見
つ
け
出

し
て
い
き
た
い
。

問
市
民
意
識
調
査
の
平
成
28

年
度
と
今
回
の
令
和
２
年
度
を

比
較
し
て
、
特
徴
的
な
変
化
は

何
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
の

耐
震
化
や
津
波
避
難
施
設
の
整

備
、
幼
小
中
一
貫
教
育
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
大
き
く
満
足

度
が
上
昇
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
公
共
交
通
の
重
要
度
が
上

昇
し
た
。

問
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
男
女
共
同
参
画
の
理
解
の

促
進
と
意
識
改
革
の
必
要
性
が

あ
る
。
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る

機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
今
年

度
か
ら
２
カ
月
に
１
回
、
広
報

に
男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
、

テ
ー
マ
を
変
え
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
。

問
学
習
端
末
の
導
入
で
子
ど

も
た
ち
の
意
識
が
ど
う
変
わ
っ

た
か
。

答
令
和
３
年
３
月
の
調
査
で

は
、約
９
割
の
児
童
生
徒
が「
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
り
、
自
分
の
考
え
が
広

が
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
す
る
。」

と
答
え
た
。
個
別
最
適
な
学
び

や
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
に

良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
考
え
る
。

市
職
員
の男

性
版
育
児
休
業

学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

下
山
梨
地
区
基
盤
整
備

ご
み
処
理
有
料
化
の

取
り
組
み
へ
の
提
案

自
治
会
向
け
に

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
支
援
を

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は

男
女
共
同
参
画
社
会
の

構
築
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の

学
習
端
末
活
用
は

近こ
ん

藤ど
う 

正ま
さ

美み 

議
員

立た
て

石い
し 

泰や
す

広ひ
ろ 

議
員

山や
ま

田だ 

貴た
か

子こ 

議
員

タブレットを活用した授業風景

中遠クリーンセンター

袋井南小学校の多機能トイレ
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市
政
に
対
す
る 

　
　
　

一
般
質
問

問
市
が
進
め
て
い
る
文
化
財

の
活
用
や
担
い
手
に
つ
い
て
伺

う
。答

地
域
総
が
か
り
で
文
化
財

を
守
り
、
活
用
す
る
体
制
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
と
の
連
携
は
、
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
具

現
化
し
て
い
く
上
で
、
本
市
の

特
徴
で
あ
る
地
域
力
の
強
み
を

生
か
す
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
市
の
受
注
業
務
に
お
け
る

市
内
下
請
け
比
率
、
調
達
比
率

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
来
年
度
か
ら
総
合
評
価
方
式

入
札
に
お
い
て
、
市
内
下
請
け
発

注
率
を
評
価
項
目
に
加
え
て
い
く
。

ま
た
、
資
材
な
ど
の
調
達
比
率
は
、

工
事
受
注
者
へ
市
内
業
者
か
ら
の

優
先
調
達
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問
地
域
か
ら
の
拡
幅
整
備
要

望
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
道
路

整
備
評
価
表
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
る
が
、
よ
り
親
切
で
分
か

り
や
す
い
説
明
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
自
治
会
役
員
と
の
現
地
確

認
の
際
に
は
、
評
価
方
法
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
自
治
会
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
つ
い
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
表
現
に
し

て
い
き
た
い
。

問
ご
み
減
量
の
啓
発
活
動
に

つ
い
て
、具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
環
境
美
化
推
進
員
へ
の
講

習
会
や
市
内
小
学
生
を
対
象
に

出
前
講
座
、
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
や

夏
祭
り
な
ど
の
啓
発
活
動
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
情
報

発
信
し
た
。
ア
プ
リ
の
運
用
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
た

が
、
数
字
に
つ
な
が
る
減
量
効

果
は
少
な
か
っ
た
。

問
説
明
会
で
、
理
解
を
得
ら

れ
た
と
判
断
し
た
の
か
、
市
民
の

声
に
向
き
合
う
考
え
を
伺
う
。

答
賛
否
両
論
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

案
の
見
直
し
を
行
う
。
有
料
化

そ
の
も
の
が
減
量
に
つ
な
が
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
今
回

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
ご
み
減
量
化

に
向
け
た
行
動
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
。
減
量
化
策
は
、
緊
急
か

つ
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
皆
さ

ん
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

問
遠
距
離
通
学
を
す
る
児
童

へ
の
安
全
・
安
心
な
環
境
の
提

供
に
つ
い
て
行
政
と
し
て
の
責

任
は
。

答
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先

に
考
え
、
保
護
者
に
安
価
な
乗

車
料
金
を
負
担
い
た
だ
き
、
児

童
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し

て
い
る
。
保
護
者
・
地
域
・
関

係
機
関
と
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
通
学
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
自
身
の
政
治
理
念
を
ど
う

具
現
化
し
、「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ

ふ
く
ろ
い
」
に
導
く
か
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
国
・

県
と
の
調
整
な
ど
、
相
当
の
期

間
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
私
を
含
め
、
職
員
一
丸
と

な
り
失
敗
を
恐
れ
ず
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
市
の
重
要
政
策

に
お
い
て
は
、
私
が
先
頭
に
立

ち
、
関
係
者
と
の
交
渉
や
調
整

な
ど
を
進
め
て
い
く
。  

問
袋
井
ら
し
い
新
し
い
観
光

戦
略
の
強
化
と
し
て
、「
海
」

を
新
た
に
発
信
し
て
い
く
と
し

て
い
る
が
、具
体
的
な
方
策
は
。

答
ま
ず
は
観
光
資
源
化
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
浅
羽
海
岸

の
太
平
洋
岸
自
転
車
道
の
活
用

を
基
本
に
検
討
を
進
め
た
い
。  

問
愛
野
公
園
野
球
場
は
、
施

設
の
劣
化
が
著
し
い
こ
と
か

ら
、
早
期
改
修
や
そ
の
在
り
方

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
検
討
結
果
は
。

答
今
後
、
専
門
業
者
に
よ
る

調
査
を
実
施
し
、
具
体
的
な
修

繕
箇
所
や
劣
化
度
合
い
を
把
握

し
た
上
で
、
設
備
の
修
繕
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
土
壌
改
良
を
計
画

す
る
な
ど
、
施
設
の
予
防
保
全

と
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
活
用

生
活
道
路
整
備
の
課
題

市
長
の
政
治
理
念
の
具
現
化
は

愛
野
公
園
野
球
場
の

検
討
状
況
は

家
庭
ご
み
の
有
料
化

佐さ

野の 

武た
け

次じ 

議
員

竹た
け

村む
ら 

眞ま

弓ゆ
み 

議
員

寺て
ら

田だ

　

 

守ま
も
る 

議
員

児
童
送
迎
バ
ス
の

保
護
者
負
担

「
海
」
の
新
た
な
観
光
資
源
化

へ
の
考
え
方
は

市
内
業
者
の
採
用
率
ア
ッ
プ

のぼり旗が立てられた久野城址

袋井市児童送迎バス

浅羽海岸の太平洋岸自転車道
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
や
飲
食
店
な
ど
、
市
内

事
業
者
へ
の
支
援
策
を
望
む
が

ど
う
か
。

答
「
袋
井
市
経
営
持
続
特
別

支
援
金
」
を
創
設
し
た
。
売
上

が
₃₀
％
以
上
減
少
し
た
事
業
者

に
は
、
県
の
「
応
援
金
」
に
上

乗
せ
し
て
支
援
し
、
売
上
が

₅₀
％
以
上
減
少
し
た
事
業
者
に

は
、売
上
減
少
割
合
に
応
じ
て
、

国
の
「
月
次
支
援
金
」
に
上
乗

せ
し
て
支
援
し
て
い
く
。

問
本
年
度
も
半
年
経
過
し
た
が
、

市
税
収
入
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
法
人
市
民
税
の
不
確
定
要

素
は
あ
る
も
の
の
、
市
税
の
大

部
分
を
占
め
る
個
人
市
民
税
と

固
定
資
産
税
は
、
お
お
む
ね
予

算
額
を
確
保
で
き
る
と
推
測
し

て
い
る
。

問
歳
入
を
増
や
す
た
め
、
製

造
業
の
生
産
拠
点
や
情
報
関
連

企
業
な
ど
の
誘
致
を
進
め
る
考

え
は
。

答
県
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
市
内
企

業
や
金
融
機
関
、
ジ
ェ
ト
ロ
な

ど
と
情
報
交
換
を
行
い
、
幅
広

い
企
業
の
設
備
投
資
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
る
。
熟
度
の
高
い

情
報
に
は
、
市
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
り
、
誘
致
を
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問
み
ん
な
で
目
指
す
健
康
寿

命
日
本
一
は
、
ど
こ
に
重
点
を

置
く
か
。

答
働
く
世
代
を
対
象
と
し
て

事
業
所
と
連
携
し
、
疾
病
や
重

症
化
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
健
康
教

育
支
援
事
業
で
は
、
将
来
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
る

健
康
教
育
を
拡
充
し
、
子
ど
も

を
通
じ
て
家
族
全
員
の
健
康
づ

く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

問
災
害
が
起
こ
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
防
災
力
の
強
化
と

は
。答

市
内
に
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
３
２
３
カ
所
指
定
さ

れ
、
降
雨
時
や
地
震
時
の
被
害

が
予
想
さ
れ
る
。
防
災
白
書
に

よ
れ
ば
自
助
、
共
助
の
重
要
性

は
明
ら
か
で
あ
り
、
突
発
的
な

災
害
に
対
応
す
る
抜
き
打
ち
訓

練
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
新
し

い
手
法
も
検
討
し
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
高
校
生
が
履
修
す
る
「
公

共
」
と
義
務
教
育
段
階
か
ら
の

主
権
者
教
育
の
連
携
が
必
要
で

は
。答

公
共
の
基
礎
を
学
ぶ
小
中

学
校
の
段
階
で
、
政
治
や
選
挙

の
知
識
、
概
念
を
確
実
に
習
得

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

高
い
意
識
を
持
っ
た
有
権
者
と

な
る
よ
う
、
小
中
高
で
連
携
を

深
め
、
主
権
者
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
公
民
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

は
。答

市
民
が
誇
り
を
持
て
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
の
意
識
の

醸
成
が
重
要
と
な
る
た
め
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
推
進
組
織
の
整
備
に
向
け

て
、
行
政
が
リ
ー
ド
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

問
県
の
計
画
に
準
じ
た
取
り

組
み
を
も
と
に
、
袋
井
茶
振
興

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
の

か
。答

県
の
計
画
で
は
、
需
要
の

変
化
に
応
じ
た
生
産
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
市
内
に
は
特
徴

の
あ
る
こ
だ
わ
り
の
リ
ー
フ
茶

生
産
に
取
り
組
む
生
産
者
も
多

い
こ
と
か
ら
、
市
の
補
助
金
を

活
用
し
て
引
き
続
き
支
援
し
て

い
く
。

問
祭
礼
と
祭
り
屋
台
を
文
化

資
源
と
し
て
、
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
に
お
い
て
位
置
付

け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
祭
り
屋
台
や
そ
の
文
化
に

つ
い
て
は
、
ま
さ
に
袋
井
ら
し

さ
を
特
徴
付
け
る
文
化
資
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
へ
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。

新
市
長
の
選
挙
公
約
は

主
権
者
教
育
の取

り
組
み
は

飲
食
店
な
ど
市
内
事
業
者

へ
の
支
援
策
は

本
年
度
の

市
税
収
入
の
見
通
し
は

歳
入
を
増
や
す
た
め
の

企
業
誘
致
の
推
進
は

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は

歴
史
文
化
資
源
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

袋
井
茶
に
お
け
る

持
続
化
戦
略
へ
の
取
り
組
み

髙た
か

木ぎ 

清き
よ

隆た
か 

議
員

木き

下し
た 

　

正た
だ
し 

議
員

大お
お

場ば 

正ま
さ

昭あ
き 

議
員

袋井市経営持続特別支援金

袋井まつりのパンフレット

さわやかアリーナ駐車場でのラジオ体操の集い
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議
案
採
決
の
流
れ

問
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

方
針
と
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。答

今
後
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
や
県
の
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
が
具
体
的
に
示

さ
れ
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方

向
性
を
確
認
し
た
上
で
、
本
市

で
導
入
可
能
な
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

問
水
素
を
燃
料
と
す
る
燃
料

電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
購
入

時
の
補
助
金
制
度
新
設
は
。

答
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
導
入
促
進
奨
励
金
の
交
付

対
象
と
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
へ

の
交
付
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
で
あ
る
た
め
、
普
及
の

進
展
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

金
融
教
育
の
位
置
付
け
は
。

答
金
融
教
育
の
重
要
性
は
増

し
て
き
て
い
る
。
幼
小
中
の
学

び
を
意
識
し
、
教
科
学
習
と
重

ね
る
中
で
、
金
融
庁
の
ウ
ェ
ブ

教
材
の
活
用
や
金
融
機
関
と
連

携
し
た
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り

理
解
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
の
中
で
「
生
き
抜
く
力
」

が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援

者
計
画
（
個
別
計
画
）
の
進
捗

状
況
は
。

答
個
別
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
例
年
６
月
上
旬
に
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
、
２
級
の
所
持

者
、
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者
及

び
要
介
護
認
定
３
以
上
の
判
定

者
を
対
象
と
し
、
個
人
情
報
の

提
供
と
策
定
の
同
意
に
つ
い
て

確
認
を
行
う
。
そ
の
上
で
同
意

を
得
た
皆
さ
ん
は
、民
生
委
員
、

児
童
委
員
及
び
自
主
防
災
隊
長

が
主
体
と
な
っ
て
個
別
訪
問
を

行
い
、緊
急
時
の
家
族
の
連
絡
、

避
難
支
援
者
な
ど
、
避
難
誘
導

時
や
避
難
先
の
留
意
事
項
な
ど

を
記
載
し
た
個
別
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、

対
象
者
１
１
５
８
人
中
、
策
定

済
が
４
９
０
人
で
あ
る
。
残
り

の
未
策
定
者
は
６
６
８
人
で
、

そ
の
内
、
支
援
の
必
要
が
な
い

方
が
４
６
５
人
、
同
意
し
な
い

方
が
２
０
３
人
と
な
っ
て
い

る
。

問
教
員
の
働
き
方
改
革
を
早

急
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
内
全
小
中
学
校
に
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
単
独
で

部
活
動
指
導
や
引
率
が
で
き
る

部
活
動
指
導
員
を
、
今
年
度
は

５
名
配
置
し
た
。
さ
ら
に
、
勤

務
時
間
を
「
見
え
る
化
」
す
る

た
め
に
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。

議
案
上
程

説　

明

質　

疑

議
案
審
査

委
員
長
報
告

質　

疑

討　

論

採　

決

議
長
が
議
案
な
ど
を
会
議
の
議
題

と
す
る
こ
と
。

提
出
者
が
議
案
や
提
案
理
由
な
ど

に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。

提
出
者
に
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

各
委
員
会
が
分
担
し
て
議
案
を
専

門
的
、
詳
細
に
審
査
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告
に
つ
い
て
、
議
員
が

疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
反
対
・

賛
成
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

多
数
決
に
よ
っ
て
、
議
案
に
対
す	

る
議
会
の
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
。

委
員
長
が
、
委
員
会
で
の
審
査
の

経
過
及
び
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

本会議本会議 委員会

水
素
社
会
の実

現
に
向
け
て

災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
計
画
は

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
へ

学
校
現
場
と
教
員
不
足

の
解
消
は

安あ
ん

間ま 

　

亨と
お
る 

議
員

鈴す
ず

木き 

賢よ
し
　
か
ず和 

議
員

移動式水素ステーション

地域防災訓練の様子
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令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～情報管理費～

　市民課窓口においてキャッシュレス決済を
試行的に導入したとあるが、導入後の課題は

あるか。
　キャッシュレス決済について、包括連携協
定をＰａｙＰａｙ株式会社と締結し実証事業

に取り組んでいるところであるが、課題としては、
今後は手数料が発生することである。また、キャッ
シュレス決済のシステムが市の会計処理に合ってい
ない点もあるため、その解消を図る必要がある。

Q

A

令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～協働共生推進費～

　多文化共生事業を充実させていくための
具体的な取り組みや方針はあるか。
　令和2年度に実施した、市内事業所におけ
る外国人受入れ調査に基づき、今年度、多文

化共生の情報誌を発行して、市内事業所や学校に配
布した。また、自治会長やコミュニティセンターの
職員を対象に、外国人が多く住む地域の先進事例
や、やさしい日本語の研修を実施するなど、事業所
や地域に対して取り組みを広げてまいりたい。

令和2年度袋井市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定

　日常生活のちょっとした困りごとを支援す
る生活支援活動を浅羽・笠原地区が開始し、

ほかの地域にも広がりを見せているが、これは市か
らの要請によるものか。

　住民主体の活動であり、市は、地域の福祉
関係者が参加する₁₀年後2₀年後の地域を考え

るワークショップなどで今後の高齢化の状況を説明
し、日常生活の中で課題や必要な支援に気づいてい
ただけるよう働きかけている。

令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～教育施設整備費～

　２歳児までの子どもを預かる小規模保育
施設が、令和３年４月に新たに６園、市内の中

央部に集中して開園したが、地域バランスを考慮し
ているか。

　今回6園を整備するに当たり、ある程度地
域バランスを考慮した。袋井北地区で子ども

の数が増えているため、事業者の開園要望と、開園
予定地の土地所有者との調整も進めながら6園を整
備した。公立の山梨幼稚園も認定こども園化するた
め、0歳児から2歳児については、ほぼ需要を満た
してきていると考える。

袋井市水道事業給水条例の一部改正
について

　水道の料金改定の趣旨は何か。また、基幹
管路の耐震化事業の進捗状況は。
　袋井市水道料金等懇話会から、給水人口の
増加率の鈍化に加え、節水意識の定着や節水

機器の普及に伴う水需要の減少により、収入の減少
が見込まれる中、大規模災害に備えた水道施設の耐
震化や老朽化に伴う更新を実施するためには、水道
料金の改定が必要であるとの提言をいただいた。水
道事業において、安全安心な水の安定供給は第一で

あり、健全経営を持続する中で、計画的な事業推進
を図るためには、料金改定は必要であると判断し
た。また、基幹管路の耐震化事業については、毎
年、概ね2億円から3億円ぐらいの中で、平均的に
事業を推進している。平成2₅年度に老朽管更新（耐
震化）第2次計画を策定し、基幹管路延長約200キ
ロメートルのうち、令和₁₅年度までに耐震適合率を
₆₆.₅%、延長で約₁₃₃キロメートルの更新を目指し
て進めており、令和2年度末現在では、更新延長は
約₉8キロメートル、耐震適合率が₄8.2%となってお
り、計画値の₄₇.2%を1ポイント上回っている状況
である。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

　令和２年度一般・特別・企業会計の各決算をはじめ、令和３年度一般・特別・企業会計の補正予算や条例改
正などの議案を、各常任委員会で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。

常任委員会レポート

建設経済委員会

民生文教委員会

総 務 委 員 会
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　今年の夏は長雨と猛暑、各地で豪雨による被
害が報告されました。幸いにも、袋井市におい
ては大きな被害にならず安堵いたしました。ま
た、袋井市でも新型コロナウイルス感染症の拡
大は、深刻な状況となり、静岡県で緊急事態宣
言も発令されました。このような、さまざまな
自然災害への対策に万全の
態勢で、市民の安全・安心に
向け全力で取り組んでまいり
たいと思います。

皆さんの安全・安心のために全力で！

（広報委員：竹村眞弓）

No.81

市民のために頑張ります

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
11月22日（月) 開会、議案の説明
   30日（火) 市政に対する代表質問
12月１日（水) 市政に対する一般質問
   ２日（木) 市政に対する一般質問
   ３日（金) 市政に対する一般質問
   ６日（月) 議案の審査(常任委員会）
   ７日（火) 議案の審査(常任委員会）
   ８日（水) 議案の審査(常任委員会）
   17日（金) 委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります。

場　所
時　間
日　程

11月市議会定例会のお知らせ

・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は、巨額の財源不
足が避けられない厳しい状況に直面している。地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの喫緊
の課題のほか、医療介護、子育てなどの社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費などの増嵩する財政需
要に見合う財源が求められている。国においては、令和４年度地方税制改正に向け、地方税財源を確保するよ
う強く要望する。
衆参両議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当
大臣あて

・オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書
　国は、地方自治法の規定における出席の概念が、現に議場にいることを前提としており、オンラインによる
本会議運営は、現行法上できないと解されている。国においては、新型コロナウイルス感染症の拡大や大規
模災害が発生した非常時などには、地方議会の判断により、本会議運営をオンライン会議などによる遠隔審
議・議決が可能となるよう、地方自治法の規定を速やかに改正するよう強く要望する。
衆参両議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、内閣官房長官あて

・離婚後共同親権制度の採用及び共同養育・面会交流支援等に必要な法整備を求
める意見書

　国は、離婚時における未成年の子どもの親権決定について、単独親権制度を採用しており、判断基準として
監護の継続性を重視している。このような中、親権を得るため、子どもが一方の親との断絶を余儀なくされる
ケースが見られる。国においては、夫婦の離婚・別居後においても、子どもが継続的頻繁に別居親との面会交
流や養育を受けることができるよう、必要な法整備を速やかに講じるよう強く要望する。
衆参両議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、外務大臣、厚生労働大臣、内閣官房長官、内閣
府特命担当大臣（男女共同参画）あて

袋井市議会からの意見書（要旨）




